









































名古屋で平曲を伝承されてきた井野川、 土居崎、 三品の三検校はいずれも他界された 、 昭和二十六年 （一九五一） から、




あることを実感させら た。三検校はそれぞれの語り口を主張され、激論さ 統一した表現にするため 難しさを実感してい 。　
名古屋でも井野川検校は木村検校、土居崎、三品検校は佐藤検校から学ばれたが、その系統によ 伝承の違いとも考
えられたが、 土居崎、 三品検校でも差異があり、 又、 同じ前田流でも仙台の館山甲午氏の伝承とはかなりの差異があった。
128
　
また井野川検校の自宅に通い三年ほど教えていただき、その度に録音を認めていただいたが、同じ「宇治川」でも毎
回少なからず変容する実態も学び知った。　
この録音資料をコンピューター音響システム分析での分析を試み、変化しない要素と変化する要素を抽出、この変化
しない要素と譜本の比較も進めたことがある。　
シニヤフスキーなど叙情詩伝承と盲目性とのかかわりを探る研究もあり、この側面もまた譜本と表現を探る一つの視
点でもある。
（国立文化財機構アジア太平洋無形文化遺産研究センター所長）
